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しもかわ森林バイオマス産業戦略 
～森林のぬくもりが未来のしごとを育む～ 

北海道下川町 
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はじめに 

平成25年6月19日 報道ステーション特集（編集版） 
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１ 下川町の概要 

◇ 面  積   644.20 k㎡（東西約20km、南北30km） 

◇森林面積 569.88 k㎡（町の９割が森林） 

◇ 人  口   3,607人（平成25年４月末） 

◇高齢化率 37.3％（平成25年４月末） 

◇ 気  候   最低気温約 -30℃（最高気温約30℃） 
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２ 下川町の特徴 

◇スキージャンプのオリンピック選手揃い 

◇フルーツトマト、アスパラ、小麦 

◇「万里長城」築城 

◇森林文化 
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３  循環型森林経営 

 昭和２８年 国有林から１２００haを払い下げ 

         ５０ha植林×６０年伐採の町有林経営 

         追加払い下げにより現在４６００ha 

 平成１５年 「ＦＳＣ森林認証」取得（北海道初） 

地域外資に翻弄されない！ 

行政が町民の雇用基盤をつくる！ 

真に「持続可能な」産業にする！ 
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４  ゼロ・エミッションの木材加工 

地域林業の振興・雇用対策 循環型森林経営 

公共施設の４２％が 

木質バイオマスボイ
ラー 

ＦＳＣ森林認証 
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５  バイオマス活用と低炭素化 

◆木質バイオマスボイラーの導入 

 平成13年度 下川町地域新エネルギービジョン策定 

 平成16年度 北海道初の木質バイオマスボイラー導入（五味温泉） 

          熱需要の大きい施設を中心に順次ボイラー転換 

 平成22年度 役場周辺地域熱供給システム導入 

          →１つのボイラーから地下配管で複数施設へ熱供給 

 平成25年度 一の橋地区地域熱供給システム導入 

          →集住化住宅22世帯の給湯・暖房を完全自給、余剰分を障害者施設 

           やハウスにも供給 

 これまで  公共８施設、民間２施設への導入実績 
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五味温泉木質バイオマスボイラー 

10 

役場周辺地域熱供給システム 
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木質原料製造施設 

製材端材 

林地残材、河川支障木等 
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６  環境未来都市 

産業 
（森林総合産業） 

      資源  
（エネルギーの完全自給） 

質の良い生活 

  社会     
（誰もが活躍・安心） 

成功モデルは日本全国、
そしてアジア各国へ 

森林総合産業 

超高齢化対応社会モデル エネルギー自給と低炭素化 

小規模分散型の再生可能エ

ネルギーで町内のエネル

ギー（熱・電気）を完全に自給

し、さらに近隣自治体へのエ

ネルギー燃料供給まで実現 

林業・林産業におけるシステム

を革新し、一連のコスト削減と高

付加価値化を図り、木材利用の

促進による自立型の収益性確

保を実現。 

森林で心身の健康を養い、町民の誰もが 

互助と協働により快適な 

暮らしを創造し続ける 

地域社会モデルを構築。 

自立・自律する発展基盤 

町独自の研究開発・インキュベーション機能、資金調達・投入

手法、チェックシステムを整備。 

「環境未来都市」構想 

 21世紀の人類共通の課題である環境や超高齢化対応等に関し、技術・社会経済システム・サービス・ビ
ジネスモデル・まちづくりにおいて、世界に類のない成功事例を創出し、我が国全体の持続可能な経済社
会の発展の実現を目指すもの。 

下川町、横浜市、北九州市、富山市、柏市 （被災地以外で５都市、平成23年12月選定。） 
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７  バイオマス産業都市 

将来像 
（Ｈ34） 

現 在 
（Ｈ25） 

原 点 
（Ｓ28～） 

【地域波及効果：10年後】 

 ■直接波及効果 

  ・林業・林産業生産額７億円 雇用創出１０７人 

  ・燃料費コスト削減 ５８，０００千円 

  ・CO2削減４，７２８ｔ-CO2 

  ・ヤナギ資源量増加 ２，０００ｔ/年 

 ■間接波及効果 

  ・視察者 １，３５０人/年 地域経済効果１３，０００千円 

  ・燃料コスト削減分 子育て支援/更新経費基金 

  ・社会的側面・・・環境教育効果、地域への誇り・絆 

【主な具体化事業】 
  バイオマス資源を最大限・最大効率で利活用するシステムを構築しながら 

  ・林業、林産システム革新 

  ・分散型再生可能エネルギー供給システム整備 

   木質バイオマス発電施設 

  ・資源作物栽培の事業化、BDF製造拡大 

  ・未利用森林資源等の新用途加工 

バイオマス産業都市 

 バイオマスの原料生産から収集・運搬、製造・利用までの経済性が確保された一貫システムを構築し、バ
イオマス産業を軸とした環境にやさしく災害に強いまちづくり・むらづくりを目指す地域を７府省が共同で選
定し、連携して事業化プロジェクトへの支援を行うもの。 

 下川町、十勝地域（19市町村）、別海町、宮城県東松島市、茨城県牛久市、新潟県新潟市、愛知県大府
市、香川県三豊市（全国８地域、平成25年6月選定） 

※７府省：内閣府、総務省、文部科学省、農林水産省、経済産業省、国土交通省、環境省 
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８  バイオマス産業戦略 

 

 

公共施設 木質ボイラー熱供給 

現 状 

地
域
内
循
環 

10年以内 ５年以内 

民間企業等木質ﾎﾞｲﾗｰ 

木質バイオマス 

地域熱電併給システム構築 

高効率精油 

製造施設 

木質原料製造施設 

木質原料 

供給 木質原料製造施設 
（ストックヤード拡大） 

町有林 
河川支障木 
ダム流木 

町有林 
河川支障木 
ダム流木 
資源作物 

早生樹「ヤナギ」等 
地域外原料 
国有林 

町有林 
河川支障木 
ダム流木 
資源作物 

早生樹「ヤナギ」等 
国有林 

林地残材等 

原料拡大 
地域内原料 

完全利用 

ペレット製造施設 

公共施設・学校 

木質ボイラー熱供給 

資源作物 

「ヤナギ」事業化 

木質原料 

供給 

木質バイオマス発電施設 

（出力5,000kW級） 

林地残材等 

原料拡大 

資源作物 

栽培拡大 

（将来） 

地域外 

原料供給 

国有林・民有林との 

共同施業の実施・面積拡大 

個別分散型住宅用 

木質ボイラー等 

国有林 

原料拡大 
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９  森林総合産業 

http://www.fumira.jp/cut/hoikuen/file383.htm
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１０ 超高齢化 × エネルギー自給 × 集落再生 

下川町「一の橋」集落 
▼立地 

 下川町中心地から車で約１２分（約１２ｋｍ）の小集落 

▼顕著な人口流出 

  昭和３５年  ２，０５８人 （下川町全体では１５，５５５人） 

  平成２５年    １４０人 （下川町全体では約３，６００人） 

▼高齢化 

  高齢化率  ５２．６％ （下川町全体では３７％） 

▼地域課題 
 ・買い物環境の悪化（集落には商店なし） 
 ・雪下ろし、除雪が困難 
 ・福祉施設や病院が無い（下川町中心地のみ） 
 ・住宅の老朽化、廃屋の増加 
 ・社会的連帯感の希薄化 

下川 

一の橋 

雄武町 

名寄市 

名寄市 

西興部村 

下川町 
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若者×婦人部 

地域食堂 

集住化住宅（現代風長屋） 給湯・暖房は１００％木質燃料 

特産品開発 

地域支援活動 

ハウス栽培 
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１１  町民とともに 

◆下川町快適住まいづくり条例 
 新築・改修等への地域材使用、気密性、断熱性能基準を満たすもの、木質バイオマス機器
の購入、太陽光発電設備の設置等に対する補助制度 
 ・地域材利用・・・最大３５０万円 
 ・リフォーム・・・最大４０万円 
 ・高気密・・・２０万円 
 ・高断熱・・・３０万円 
 ・木質バイオマス機器・・・２０万円 
 ・太陽光発電・・・３０万円 

◆１５年間一貫の森林環境教育 

◆みんなで考えみんなで創る環境未来都市しもかわ推進町民事業助成制度 
 町民３名以上または町内事業者２者以上による企画（イベント、新商品開発、普及啓発、
調査研究、人材育成など何でも）に最大２００万円補助 

森のあそび（３歳）   体験・見学（小学校）     作業（中学校）      実践（高校） 
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Player Resource 

Request for 

Quality of Life 

Mission ＝ 

× 

豊かな暮らしへの欲求 

地域の資源 町民 

役割 
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Future is in Forest. 

下川町 環境未来都市推進課 

kankyo-m@town.shimokawa.hokkaido.jp 


